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研究成果の概要（和文）：　日本各地での音声を記録するため、全国47都道府県において老・中・若各年層3世代を対
象にした音声収録調査を実施し、約300名を越える方々の協力を得られ、全国の音声収集を終えることができた。調査
項目数は最終的に700項目を越え、これらを読み上げて頂いた音声を音声データベース構築のため、音声編集作業が、
このうち、外来語発音などの分析も行なった。

研究成果の概要（英文）：This project aims to establish a Japanese spoken language database. In order to pu
rsue this, we recorded spoken language nationwide. As a result, we could store up to over 300 infomant's s
ound recordings in 47 prefectures in Japan for 700 investigation items. For the creation of a Japanese spo
ken language database, we need a little more editting work. We work in parallel with the analysis of the p
ronunciation of loanwords.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本全国を対象とした方言音声の収録調

査研究が本格化したのは、井上史雄を代表と
する『日本語音声の地域差・世代差の音韻論
的・音響学的分析』（総合研究Ａ、1986～88 年
度）であり、この研究は、杉藤美代子を代表
とする『日本語音声』（重点領域研究、1989
～93 年度）へと進展した。これらの研究が
始動した時期から 20 年以上が経過したが、
この間、木部暢子を代表とする西日本を対象
とした研究（基盤研究(B)、2003～05 年度・
2006 年～08 年年度）はあったものの、全国
規模での方言音声の地域差・世代差に着目し
た研究はなく、特定の地域に限定した形で研
究が数多く行われているのが現状である。昨
今、日本語の危機言語の視点にもとづく研究
が国立国語研究所を中心に始まり、琉球方言
や八丈島など、日本の周縁部の方言がもっぱ
ら注視されているが、日本列島全体の方言音
声も同時に消失の一途を辿っていることに
変わりはない。杉藤以降、全国規模での日本
語諸方言音声の調査研究は空白期が続いて
いる。このような状況のもと、20 世紀後半に
行われた諸研究の継続と、当時の研究成果と
の比較を行うため、21 世紀初頭時において全
国的な方言音声の収録調査を実施し、音声変
化の実態を解明することは、日本語の諸方言
音声の過去・現在・未来において、きわめて
重要な意味を持つに違いない。 
 本研究では、分担者として、日本語諸方言
音声の地域差・世代差の研究に 80 年代後半
に着手した井上をはじめ、重点領域研究『日
本語音声』で杉藤を中心的に補佐した田原が
参加、西日本を中心に音声収録調査を木部と
ともに続けてきた岸江が代表者となって、21
世紀初頭の日本語諸方言音声の実態を解明
することを目的とする。 
 
２．研究の目的 
 １、に関連して、日本語諸方言にみられる
音声上の特色をとらえ、全国レベルでの比較
を通じて分析を行うことが急務である。例え
ば、金田一(1967)・柴田(1988)以降、モーラ
方言、シラビーム方言について言及されるこ
とはあるものの、列島全体を対象とした実態
調査にもとづく研究は皆無であり、伝統方言
音声の消滅の観点からも、現段階での分布状
況の解明と、音響音声学的知見を応用した研
究により、究明が俟たれるところである。ま
た、東北方言や出雲方言を視野に入れた、全
国レベルでの中舌母音における比較研究も
今石（1997）以降、影を潜めている。同様に、
四つ仮名についても消失傾向が指摘される
ものの（久野ほか 1991）、高知県と九州各県
との比較といった観点での研究も、全国的規
模での調査研究は止まったままである。さら
に日本各地に存在する連母音の同化融合に
よる音声の消失傾向の実態調査も同様に行
われていない。本研究では、このような状況
のもと、生の音声資料の収集を軸に列島全体

の、特色ある方言音声の分布の解明をはかる。
なお、全国各地で特色があった方言音声も昨
今、急速に消滅の一途をたどり、標準化が進
行するなかで進行中の変化に着目した研究
が重要であり、伝統方言音声と同時に、若い
世代の方言音声をも調査対象とし、最新の音
声変化の実態を見出し、解明にあたる。 
 
３．研究の方法 
 地域差や世代差を考慮して収集した方言
音声データを音響分析ソフトにかけて分析
を行い、これまでに見出されていない地域差
の発見や、方言音声上、特色とされている現
象の実態を最新の資料により、明らかにする
ことをめざす。多変量解析等による統計的分
析手法も援用する。 
今回の研究組織のメンバーには、音響音声学
的な視点から東北地方の中舌母音を研究テ
ーマとする大橋、出雲地方での中舌母音と高
知での四つ仮名をテーマとしている岸江、全
国諸方言を対象にガ行子音の変遷について
追及した井上、音響音声学的なアプローチ
（-VOT の地域差の解明）を行っている高田
のほか、アクセント研究を継続している大和
がおり、さまざまな角度から全国規模の音声
データの分析が可能となる。大橋、岸江、大
和は、今石（2007）にも音響音声学に関連し
た論文を掲載しており、最新の分析成果が期
待できる。 
一方、方言音声の地理的かつ世代的な推移に
関する考察と分析に関しては、クラスター分
析、数量化３類、コレスポンデンス分析など
の多変量解析を井上・半沢・岸江が駆使し、
地域差・世代差から諸方言間の音声の類似度
の測定や諸方言音声の区画など、新しい変化
に伴う諸方言の実態を明らかにする。 
 
４．研究成果 
 本研究の目的は日本列島における諸方言
音声の地域差と世代差に注目し、変化の実態
を解明すると同時に進行中の変化の様相を
とらえ、その音声を記録・保存することであ
る。  
この目的を遂行するため、47 都道府県各々

の任意の 2 地点において若年層・中年層・高
年層の３世代のいずれも生え抜きの方々を
対象に音声の収録調査を実施した。この調査
では、各都道府県の大学生に調査を委託する
方法を採り、依頼を受けた大学生が調査員と
なり、まず自らの発音を録音したあと、父母
世代、祖父母世代の話者に調査リストを提示
し、読み上げてもらったものをすべて収録し
た。収集したデータは過去 3 年間において北
海道から沖縄県までで 524 人分に及んだ。当
初予定していた各県 2 地点×老・中・若 3 世
代では、47 都道府県×2 地点×3 世代=288 分
となり、今回、全体数としては大幅に予定を
越えてはいるが、県毎で収集した地点が多か
ったり少なかったり、差が生じており、実際
に収集ができなかったところもある。今後の



課題としたい。 
データ分析の準備とその進捗状況につい

ては、すでに外来語に関する発音に地域差を
見出しており、大量なデータの中からこの傾
向の分析の一部を終了した。高年層世代では
従来指摘されている発音の特色を保持して
いるものも多々あり、その分析の対象は多方
面から期待されている。例えば、高知方言な
どの「トサ」の「サ」の発音などにはすでに
伝統方言音声として知られた〔θ〕の発音な
ども収録できた。さらに徳島県などでも語頭 
における有声音〔ｄ〕などに現れる入りわた
り鼻音など、具体的にはこれまで音声そのも
のが提示されたことがなかったが、今回、こ
の音声も収録が可能となった。 
 音声データベースである『方言ヴァーチャ
ル博物館』の完全な構築までには至っていな
いが、構築するための編集作業は続けており、
収録した音声を話者毎に整理し、音声分析ソ
フト Praat により、ほぼ全員の音声編集をほ
ぼ終了した。また、各音声データをもとに、
地域差・世代差といった角度から全国的な傾
向を把握する課題が完全には達成していな
いが、外来語発音などの分析も一部行なって
いる。今後、この厖大なデータをもとにして、
日本語諸方言の音声の分析をさまざまな角
度から分析する予定である。 
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